


マチ★アソビ開催までの経緯を教え
てください。

2009年の4月に、徳島にもアニメ
の制作スタジオを作ったんです。な

ぜかというと、アニメを作るうえで、普段
見ているものが画面に絶対影響するんです
よ。鉛筆、机、椅子、携帯電話、そういっ
た見ているもの、使っているものが画面に
にじみ出る。だから、沖縄の海が見える場
所でアニメを作ったら、きっと快活なアニ
メができるんじゃないかと思っていました。
でも沖縄だと郵送や宅急便を送るのに、時
間がかかってしまう。それで出身地の徳島
にスタジオを構えることにしたんです。ひ
さしぶりに帰ると、街や川もきれいになっ
ていて、制作環境としてよかったんですね。
　スタジオを開くまでに、徳島市役所をは
じめ、県庁や商工会議所など、いろいろな
方と知り合って、その縁で、『空の境界』の
キャラクターを使った阿波おどりのポス
ターを、僕らの会社で作らせてもらって、
これがものすごい話題になったんです。そ
んな流れから、今度は徳島市観光協会が毎
年開催している「眉山山頂秋フェスタ」を

徳島県徳島市で開催される大型アニメイベント「マチ★アソビ」。2012年10月開催のvol.9では
5万4000人の来場者を集めた。開催の経緯からユニークな運営方法について、
イベントの仕掛け人である近藤光氏に話を聞いた。

マチ★アソビはイベントの既成概念を壊すところから始まった

マチ★アソビはどんなふうに運営
しているんですか？

一番の特色は、協賛や出展料を取っ
ていないことだと思います。僕らも

含めて、みんな自腹なんです。この話をす
るとみんな不思議がるんですけど、それぞ
れが目的を果たしてくれればいいと思って

新しいイベントを開くにあたって、
どんなことを心がけていましたか？

何よりも大事にしたいのは、お客さ
んの満足度です。コラボレーション

の話が来る前に自分たちで考えていたイベ
ントは、「お客さん100人でいい」と言っ
ていた。100人でも来てくれた人が満足し
てくれれば、必ず次も来てくれる。それを
定期的にやって、10年かけて万の単位に
乗せようと。この考えは、いまでも変わっ
ていなくて、ゲストに誰が来ようが2万人
をベースとして変わらないイベントにする
ことが重要なんです。たまたま「眉山山頂
秋フェスタ」とのコラボになったため、初

何よりも大事なのは
お客さんの満足度

イベントを開くのは楽しいから

心地よい制作環境を
求めて徳島へ

徳島阿波おどり空港をアニメで埋め尽くす「マチ★アソビ空港ジャック」

回からある程度の数字を出さなければいけ
なくなりましたけど、それと同時に満足度
をどう上げるかということを、すごく考え
ていました。
　しかもスタジオ開設して間もないころで、
準備期間は1か月ぐらいしかない。そこで
まず考えたのは、既成概念を壊すことでし
た。イベントというと、すぐに警備はどう
するのか、ロープやコーンをどうするのか
という話が出てくるんですけど、ちょっと
待ってください、と。そうじゃなくて、お
客さんが何を楽しんでくれるか、喜んでく
れるかを考えようよと話したんです。
　僕は会場となる場所を歩きまわって、ア
イデアを出し続けました。せっかく徳島で
イベントを開くんだから、幕張メッセや東
京ビッグサイトでできないことをやらない
と意味がない。それは何だろうと考え続け
て。その一つが、ロープウェイの音声ガイ
ダンスに声優さんを起用することでした。
当時は「眉山山頂秋フェスタ」は山頂だ
けの催しでしたが、ロープウェイも活用
できるじゃないかとひらめいたんですね。
さらに、手当たり次第にアニメ業界の仲
間に声をかけて、徳島に来てもらった。
なかなか厳しい戦いでしたけど、おかげ
さまで、初回から1万人以上が来てくれて、
ありがたかったですよ。現場は大混乱で
したけど（笑）。

手伝うことになりました。ちょうどこのこ
ろ、僕自身も徳島でアニメのイベントを開
きたいと思っていたので、「じゃあ、コラボ
レーションしよう」ということで、「眉山
山頂秋フェスタ×マチ★アソビ vol.1」を

2009年10月に開催したんです。
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マチ★アソビはどんなふうに運営
しているんですか？

一番の特色は、協賛や出展料を取っ
ていないことだと思います。僕らも

含めて、みんな自腹なんです。この話をす
るとみんな不思議がるんですけど、それぞ
れが目的を果たしてくれればいいと思って

時間がたってから
価値が生まれるもの

行政とはどのような連携をしてい
ますか？

お世辞でもなんでもなくて、助
かっています。町全体を使うイベ

ントだから、警察含めて、県庁や市庁の
協力がないとできないんですよ。さきほど

人気の高い「橋の下美術館」

「マチ★アソビ」の集合写真

近藤光
1969年生まれ。アニメーション制作会社ufotableの代表取締
役。徳島のアニメイベント「マチ★アソビ」の総合プロデューサー。
東京と徳島にアニメスタジオを持ち、独特な演出とクオリティの
高い作品を作ることで知られている。アニメ制作だけでなく、実写
作品のCGや、カフェの経営、映画館の経営など、多方面に展
開中。主なプロデュース作品に『劇場版 空の境界』『テイルズ
オブ シンフォニア THE ANIMATION』『Fate/Zero』など。

今年（2012年）の3月にはアニメ
専 門 の 映 画 館 「 u f o t a b l e 

CINEMA」も完成させました。今後はど
んなことを計画しているのでしょうか。

いるんですよ。宣伝したい人は宣伝をする、
物販をしたければ物販をする。フライヤー
は、いまだにユーフォーテーブルが自腹を
切って刷っています。
　徳島という町はそんなに人口もいないし、
予算もほとんど持っていない。だから自分
たちでスタートを切るしかないんですよ。
　例えば、2回目の開催から「橋の下美術
館」というイベントを始めたんです。僕自
身、すごく気に入っていて、マチ★アソビ
の中でもベスト3に入るぐらい人気がある
イベントなんですが、これは開催日の2～

3週間前に思いついたんです。そんなタイ
ミングで行政から予算なんておりませんよ
ね。だからこれも自腹を切りました。
　おそらくイベントに対する価値観が従来
とは違うんですね。ふつうイベントという
と、出展料と協賛を集めて黒字になりそう
だというところからスタートするでしょう。
でも、マチ★アソビは、その考えを最初か
ら取っていない。じゃあ何のためにイベン
トをやるのかといったら、楽しいからだし、
お客さんに喜んでもらえるからです。イベ
ントの目的を利益から楽しみに切り替えれ
ば、プログラムの作り方も出展者の集め方
もガラリと変わるんですよ。

の「橋の下美術館」は、遊覧船に乗りな
がら、橋の下に展示されている巨大なア
ニメイラストを見るというイベントです
が、これも河川法をはじめとして、いろ
んな法律が絡んでくるんですね。そうい
うものをクリアするには、行政の協力が
欠かせません。
　もともとプログラムに関わる大枠は僕が
考えて、会場整備みたいな部分は徳島にお
願いしていました。要するに彼らができな
いことを僕がやって、僕ができないことは
彼らにやってもらうということで、いい関
係で続けてきています。
　ただ、最近うれしかったのは、行政の人
も企画を出してくれるようになったんです。

2011年から「マチ★アソビ空港ジャッ
ク」といって、徳島阿波おどり空港をアニ
メで埋め尽くすというイベントが始まった
んですが、これはスタジオ開設当初から仲
良くしている行政の人が考えて、しかも空
港との交渉までしてくれたんです。あれは
とてもうれしかったですね。機械的に役割
分担するのではなくて、みんなが能動的に
なってほしい。そうしたらイベントは面白
くなるんですよ。

10月のマチ★アソビで発表したん
ですが、映画館の1周年記念と絡め

たイベントを計画しています。そこで、ア
ニメ雑誌「Newtype（ニュータイプ）」が
主催している「ニュータイプアニメアワー
ド」の受賞者をレリーフにして、商店街に
埋め込むという企画を考えているんです。
　新しいものというのは、作ったときが
一番きれいだから、ピークじゃないです
か。でも時間の経過とともに価値が出る
ものは何だろうということを、最近ずっ
と考えてたんですよ。ハリウッドのチャ
イニーズ・シアターには、前庭に有名俳
優の手形や足形のレリーフが埋め込まれ
ていますよね。ああいうことをやりたい
なと思ってたんです。
　ニュータイプアニメアワードは、日本で
一番売れてるアニメ雑誌が主催して、しか
も完全に数万のファンの投票だけで決まる
賞です。この受賞者だけがレリーフとして
徳島の商店街に埋まっていくのは、すごく
いいなと思ったんです。10年、20年とた
てば懐かしくもなるし、徳島を訪れたアニ
メファンが「あの人、ここに来たんだ」と
もなる。それでいま、徳島県や商工会議所、
商店街、道路局などと交渉しています。そ
れをなぜ僕がやってるか、よくわからない
んですけど（笑）。
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